
午後の部 (伝送交換)平 成 ２ ７ 年 度 第 ２ 回
専門的能力・電気通信システム電気通信主任技術者試験問題

注 意 事 項
１４時２０分１ 試験開始時刻

２ 試験種別終了時刻

試 験 科 目 科 目 数 終 了 時 刻
１５時４０分「電気通信システム」のみ １ 科 目
１６時００分「専門的能力」のみ １ 科 目
１７時２０分「専門的能力」及び「電気通信システム」 ２ 科 目

３ 試験種別と試験科目別の問題(解答)数及び試験問題ページ

問 題 ( 解 答 ) 数 試 験 問 題
試 験 種 別 試 験 科 目 申請した専門分野

問１ 問２ 問３ 問４ 問５ ペ ー ジ
伝 送 ８ ８ ８ ８ ８ 伝 1～伝15
無 線 ８ ８ ８ ８ ８ 伝16～伝31

専門的能力 交 換 ８ ８ ８ ８ ８ 伝32～伝47

伝送交換主任技術者 デ ー タ 通 信 ８ ８ ８ ８ ８ 伝48～伝62
通 信 電 力 ８ ８ ８ ８ ８ 伝63～伝77

電 気 通 信 専 門 分 野 に
問１から問２０まで ２０ 伝78～伝81

シ ス テ ム かかわらず共通

４ 受験番号等の記入とマークの仕方

マークシート(解答用紙)にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。(1)

受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。(2)
生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１桁の数字がある場合、十の位の桁の｢０｣もマークしてください。(3)

[記入例] 受験番号 ０１ＡＢ９４１２３４ 生年月日 昭和５０年３月１日

５ 答案作成上の注意

マークシート(解答用紙)は１枚で、２科目の解答ができます。(1)
｢専門的能力｣は薄紫色(左欄)、｢電気通信システム｣は青色(右欄)です。
解答は試験科目の解答欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆(ＨＢ又はＢ)で濃く塗りつぶしてください｡(2)

ので、使用しないでください。① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されません
二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。② 一つの問いに対する解答は一つだけです。

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。
免除科目がある場合は、 科目欄は記入しないでください。(3) その

(4) 、あなたが ( と略記)を○で囲んでください。受験種別欄は 受験申請した伝送交換主任技術者 『伝 送 交 換』
(5) ､ のうち、あなたが を○で囲んで専門的能力欄は 『伝送・無線・交換・データ通信・通信電力』 受験申請した専門的能力
ください。
試験問題についての特記事項は、裏表紙に表記してあります。(6)

６ 合格点及び問題に対する配点

(1) 各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。
(2) 各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。

マークシート(解答用紙)は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。

受 験 番 号 解答の公表は１月２７日１０時以降の予定です。
(控 え) 合否の検索は２月１５日１４時以降の予定です。

(今後の問い合わせなどに必要になります。)
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生 年 月 日

000000

111111

22222

33333

4444

5555

66 66

777

9

8 8 8

99

年 号
年 月 日

昭
和

平
成 Ｈ



伝32

試 験 種 別 試 験 科 目 専 門 分 野

伝送交換主任技術者 専門的能力 交 換

問１ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、Ｎｏ.７共通線信号方式の信号接続制御部(ＳＣＣＰ)の機能などについて述べたも

のである。 内の(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を

記せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

Ｎｏ.７共通線信号方式においてＳＣＣＰは、交換機と (ア) 間においてアプリケーション

信号情報を転送するために仕様化されており、通常の呼制御用信号以外の汎用的なデータ転送

を行う機能を提供している。また、ＳＣＣＰはＮｏ.７共通線信号方式の機能構成モデルにおい

て (イ) の上位レベルに位置している。

ＳＣＣＰのメッセージ転送に使用されるアドレスとしては、グローバルタイトル、 (ウ)

及び信号局コードの３種類があり、このうちグローバルタイトルは、例えばダイヤル情報のよ

うなアドレスで、最終的には信号局コードなどに変換される。また、 (ウ) は、ＳＣＣＰ

管理部など、信号局内の特定ＳＣＣＰユーザ機能を示すものであり、一般に、グローバルタイ

トルや信号局コードと組み合わせて用いられる。

ＳＣＣＰが上位レイヤに対して提供するサービス機能は、論理的なコネクションの設定の有

無により二つに分類される。論理的なコネクションを設定することなしに個々のデータを独立

に転送するサービスは、コネクションレスサービスといわれる。

ＳＣＣＰのコネクションレスサービスを利用するために、特定のアプリケーションに依存し

ない転送及び管理機能を提供するトランザクション機能応用部(ＴＣＡＰ)が仕様化されている。

ＴＣＡＰの上位レイヤには、主にインテリジェントネットワークサービスに利用されるＩＮＡＰ

(Intelligent Network Application Protocol)、移動通信網においてハンドオフやローミング

をサポートするために用いられる (エ) などがある。

<(ア)～(エ)の解答群>

① ＧＴＰ ② ＳＴＰ ③ ＵＤＰ ④ プロバイダ

⑤ ＭＡＰ ⑥ ＴＣＰ ⑦ ＤＳＳ１ ⑧ データベース

⑨ ＭＴＰ ⑩ ＴＵＰ ⑪ ＩＳＵＰ ⑫ シーケンス番号

⑬ サブシステム番号 ⑭ デジタルＰＢＸ

⑮ プロトコルクラス ⑯ トランザクションＩＤ
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(２) 次の問いの 内の(オ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

３Ｇ移動通信システムの標準仕様の一つである３ＧＰＰリリース９９について述べた次の文

章のうち、正しいものは、 (オ) である。

<(オ)の解答群>

① ３Ｇコアネットワークの論理的な機能単位群として、回線交換サービスを提供す

るＣＳドメインとパケット交換サービスを提供するＰＳドメインが定義されている。

② ＣＳドメインは、移動通信の回線交換機能を持つＳＧＳＮ(Serving GPRS Support

Node)、移動先における加入者情報の登録データベースであるＶＬＲ(Visitor Location

Register)などの機能要素がある。

③ パケット交換コアネットワークは、ＳＧＳＮをゲートウェイとして外部のＩＰ

ネットワークと相互接続され、ＳＧＳＮと外部ＩＰネットワークとのインタフェース

はＩｕインタフェースとして定義されている。

④ 端末(ＵＥ)は、回線交換サービスとパケット交換サービスを同時には利用できな

い。

(３) 次の問いの 内の(カ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

公衆交換電話網(ＰＳＴＮ)の輻輳について述べた次の文章のうち、誤っているものは、
ふくそう

(カ) である。

<(カ)の解答群>

① ネットワークにおいて、一定の限界を超えて継続してトラヒックが集中すること

により交換機などが過負荷状態となり、通信の疎通能力が継続して著しく低下する

現象は、一般に、輻輳といわれ、企画型輻輳、災害型輻輳などの種類がある。

② ネットワークの輻輳などが原因で接続できなかったユーザが繰り返し発呼する状

態を防ぐことなどにより、ネットワークの品質低下を抑える方法は、一般に、分散

制御といわれる。

③ ネットワークが輻輳した状態において、緊急通信、重要通信などを優先して接続

するために、常に一定数の空き回線を確保しておき、残りの回線で非優先呼を接続

する方法は、一般に、留保制御といわれる。

④ ネットワーク設備に空きがある場合に、輻輳制御の一つとして、輻輳箇所を迂回
う

し空き設備を有効に使うルーティング制御を行う方法がある。
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(４) 次の問いの 内の(キ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

電話交換設備における出線能率などについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (キ) 。

Ａ １回線による最大疎通呼量は１ アーラン であるため、出線能率ηは０≦η≦１となる。

出回線数ｎを一定にして加わる呼量を増やしていくと、疎通呼量は次第に０に近づいていく。

Ｂ 即時式の系においては、加えられた呼量ａと運ばれた呼量ａ との差で表される損失呼量ｃ

ｃａ
と、加えられた呼量ａとの比をサービス尺度としており、これは呼損率といわれ、１－ ａ
で表される。

Ｃ 即時式の系と待時式の系において、出回線数及び加わる呼量が同じ条件であるとき、即時

式の系は、待時式の系と比較して、出回線で運ばれる呼量が大きく、出線能率が高くなるた

め、出回線塞がりに遭遇する割合が大きくなる。

<(キ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(５) 次の問いの 内の(ク)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ある待時式の系の通信システムにおいて２.０ アーラン の呼量が加わり、これを処理する設

備１台当たりの平均保留時間が５０秒であるとき、この通信システムの平均待ち合わせ時間を

８００ ms 以下に保つために必要な最小限の設備数は、図を用いて求めると (ク) 台であ

る。

<(ク)の解答群>

① ３ ② ４ ③ ５ ④ ６ ⑤ ７

(凡 例)
ａ：加わる呼量
ｎ：設備数
Ｗ：平均待ち合わせ時間
ｈ：平均保留時間

0.70.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6

ｎ＝ １ ｎ＝ ２
ｎ＝ ３

ｎ＝ ４

ｎ＝ ５
ｎ＝ ６
ｎ＝ ７
ｎ＝ ８
ｎ＝ ９
ｎ＝１０
ｎ＝１１
ｎ＝１２

使用率(ａ／ｎ)

0.002

0.004

0.006
0.008
0.01

0.02

0.04

0.06
0.08
0.1

0.2

0.4

0.6
0.8
1.0

0.8

（
Ｗ
／
ｈ
）

平
均
保
留
時
間
を
単
位
と
し
て
表
し
た

平
均
待
ち
合
わ
せ
時
間
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問２ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、ＩＭＳの構成について述べたものである。 内の(ア)～(エ)に最も適し

たものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ

解答を示す。 (２点×４＝８点)

ＩＭＳでは、音声通話、映像、プレゼンス、メッセージング、会議などの様々なサービスを

提供するために (ア) 用のプロトコルとして、ＩＰ電話などで用いられるＳＩＰを利用し

ている。ＩＭＳは、ＳＩＰによるマルチメディアサービスの提供や通信の設定・解放を制御

するのみでなく、ユーザ認証などのアクセスセキュリティ管理、ローミング対応のための

(イ) 、アプリケーションサーバ(ＡＳ)との連携、課金管理機能へのインタフェース提供

などの機能を有している。

ＩＭＳのアーキテクチャの重要な構成機能として、ＣＳＣＦがある。ＣＳＣＦは、マルチメ

ディアセッションの確立、解放などを行うＳＩＰサーバである。Ｐ－ＣＳＣＦは、ユーザ端末

が接続する (ウ) コンタクトポイントであり、ユーザ端末が登録されるときに割り当てら

れる。ユーザ端末とＰ－ＣＳＣＦの間にはＩＰｓｅｃによる接続が確立され、安全な通信が提

供される。Ｓ－ＣＳＣＦは、ユーザの (ア) を行い、ＳＩＰのレジストラとしても振る舞

い、さらにアプリケーションサービス提供のため、ＡＳへのＳＩＰ信号転送も行う。Ｉ－ＣＳＣＦ

は、他網とのコンタクトポイントであり、接続ユーザの属するＳ－ＣＳＣＦを選択するために

(エ) へ問い合わせなどを行う。 (エ) は、ユーザのＩＤやサービス加入情報などを

保持しており、ユーザ端末がローミングしたときは、ローミング先の情報なども保持する。

<(ア)～(エ)の解答群>

① 識 別 ② 低速な ③ 経路制御 ④ ＨＳＳ

⑤ 高速な ⑥ 最初の ⑦ 電力管理 ⑧ ＳＬＦ

⑨ 優先的な ⑩ 暗号化 ⑪ 品質管理 ⑫ ＢＧＣＦ

⑬ ＭＧＣＦ ⑭ セッション制御

⑮ トラヒック管理 ⑯ ロケーション管理
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(２) 次の問いの 内の(オ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＳＩＰのロケーションサービスなどについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (オ) 。

Ａ ＳＩＰにおけるエンドポイントを構成するＳＩＰ ＵＡは、リクエストを送信するか受信す

るかの役割の違いにより、ＵＡＣとＵＡＳに分類される。

Ｂ セッションを確立したいＵＡＣは、セッションの開始時に相手のＡｏＲをＲｅｑｕｅｓｔ－

ＵＲＩに設定したＲＥＧＩＳＴＥＲリクエストをＳＩＰネットワークに対して送出する。

Ｃ ＩＮＶＩＴＥリクエストを利用した登録処理は、登録追加、登録削除、登録確認及び登録

更新の４種類が規定されており、登録処理が指定どおり実行された場合は、レジストラは現

状のバインディング情報をＳＩＰヘッダに含めて２００ＯＫレスポンスとしてＵＡに返送す

る。

<(オ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(３) 次の問いの 内の(カ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＳＩＰのセキュリティ技術について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (カ)

である。

<(カ)の解答群>

① ＳＩＰではセキュリティ対策のためのプロトコルとして、安全なインターネット

層の通信を提供するＴＬＳを使用することが推奨されている。

② ＳＩＰ ＵＡがＴＬＳを使用する場合には、ＳＩＰＳ ＵＲＩスキームを利用する。

ＳＩＰＳ ＵＲＩがリクエストに使用された場合は、リクエストＵＲＩのドメインを

担うＳＩＰエンティティに到達するまでの各中継点で、ＴＬＳが使用される必要が

ある。

③ ＳＩＰではセキュリティ対策としてＨＴＴＰダイジェスト認証方式を利用するこ

とが規定されており、ＨＴＴＰダイジェスト認証方式は、チャレンジレスポンス方

式の認証手順を使用している。

④ ＨＴＴＰダイジェスト認証が用いられる場合、クライアントがＳＩＰサーバへア

クセスする際にユーザＩＤとパスワードなどを用いた計算が行われる。
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(４) 次の問いの 内の(キ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

電話網のネットワーク品質について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (キ) であ

る。

<(キ)の解答群>

① 電話サービスの品質基準において、接続後に快適に通話できる度合いがどの程度

であるべきかを定めたものは、接続品質といわれる。

② サービス品質のうち、サービスの安定性、信頼性がどの程度であるかを定めたも

のは、伝送品質といわれる。

③ 通信サービスを利用するユーザが発呼してから接続される途中において、交換機

内の共通機器又は中継線の全塞がりなどに遭遇して、呼接続失敗が発生する事象は、

通信網における伝送損失といわれる。

④ 設備故障、自然災害による設備の罹災、異常トラヒックなどを想定して、伝送
り

ルートの複数化、交換機の分散設置などの対策を講ずることにより安定品質が向上

する。

(５) 次の問いの 内の(ク)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＩＰ電話網における音声信号伝送用の帯域の設計などについて述べた次の文章のうち、誤っ

ているものは、 (ク) である。

<(ク)の解答群>

① パケットによる通信においては、一定の待ち時間があることが許容されている。

パケット網のパケット損失は、一般に、待ち状態にあるパケットが収容されるバッ

ファのサイズが有限であるために発生する。そのため、最大許容待ち時間がトラヒッ

ク設計の基本的なパラメータの一つとなる。

② 音声系トラヒックには、音声トラヒックと呼制御トラヒックがあり、音声トラヒック

の帯域は、一般に、一つの通話チャネルにおいて必要とされるＲＴＰパケット帯域

に同時接続させる通話チャネル数を掛けたものである。

③ ＩＰ電話網におけるトラヒック状況の確認には、一般に、ルータなどから取得さ

れるＭＩＢデータやパケットキャプチャデータが用いられる。ＭＩＢデータは、パ

ケットキャプチャデータと比較して、詳細なトラヒックデータの取得が可能である。

④ ＩＰ電話網において必要とされる伝送帯域については、一般に、予測した帯域使

用量に短時間トラヒック変動分を考慮し、さらに品質条件を満たすために必要なマー

ジンを持たせて算出する。
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問３ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、レイヤ２ＶＰＮ技術を用いた広域イーサネットについて述べたものである。

内の(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただ

し、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

広域イーサネットを実現するために用いられているレイヤ２ＶＰＮ技術には、ＩＥＥＥ８０２.１Ｑ

で規定されているＶＬＡＮ方式を拡張した仕様のものがあり、一般に、その方式は拡張ＶＬＡＮ

方式といわれる。

拡張ＶＬＡＮ方式は、ＩＥＥＥ８０２.１ａｄとして標準化されており、ユーザを収容するＰＥ

(Provider Edge)スイッチにおいて、それぞれのユーザを識別するためにユーザから送られてく

るユーザフレームに拡張ＶＬＡＮタグといわれる４ Ｂyte の識別情報を付加するものである。

通信事業者のレイヤ２網内では、拡張ＶＬＡＮタグのＶＬＡＮ－ＩＤ及びユーザフレームの

(ア) に基づいてレイヤ２中継を行う。

しかしながら、ＩＥＥＥ８０２ １ａｄでは、拡張ＶＬＡＮタグに含まれるＶＬＡＮ識別子.

の長さが (イ) bit であるため、一つの広域イーサネット網で識別できるユーザ数は

(ウ) 以下に限られ、また、網内のスイッチはユーザが接続する全ての機器の (ア)

を扱う必要があることから、接続される機器が増加するに伴い網内のスイッチの処理負荷が増

大するという欠点がある。そこで、ＩＥＥＥ８０２ １ａｈでは、ユーザの収容限界を拡張す.

るため、２４ bit のサービスインスタンスタグと (イ) bit のバックボーンＶＬＡＮタ

グを用いて、各バックボーン当たり１ ６００万以上のユーザを識別できるようにしており、,

また、網内のスイッチの処理負荷を軽減させるために、ＰＥスイッチの (ア) を用いて

(エ) といわれるカプセル化を行っている。

<(ア)～(エ)の解答群>

① ８ ② ２５４ ③ ＳＴＰ ④ ＩＰアドレス

⑤ １０ ⑥ １,０２２ ⑦ ＲＳＴＰ ⑧ Ｑ－ｉｎ－Ｑ

⑨ １２ ⑩ ４,０９４ ⑪ ＭＡＣアドレス ⑫ トンネルラベル

⑬ １６ ⑭ ８,１９０ ⑮ ＭＰＬＳヘッダ ⑯ ＭＡＣ－ｉｎ－ＭＡＣ
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(２) 次の問いの 内の(オ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＩＴＵ－ＴのＧ.９９３.１及びＧ.９９３.２として標準化されているＶＤＳＬの規格などに

ついて述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (オ) である。

<(オ)の解答群>

① ＶＤＳＬ１は、１２ ＭＨz までの周波数帯域を利用し、一般的な仕様では、上り

方向と下り方向で伝送速度の異なる非対称型のデジタル伝送を行う。

② ＶＤＳＬ２は、５０ ＭＨz までの周波数帯域を利用し、一般的な仕様では、伝送

距離２００ ｍ において、上り・下り合計で１ Ｇbit／s まで伝送可能となっている。

③ ＶＤＳＬ１とＶＤＳＬ２では、ＡＤＳＬで用いられている変調方式と同様に、

データ信号の変調に複数の搬送波を使用するＤＭＴ方式が用いられている。

④ ＶＤＳＬ２はメタリックケーブルを用いるため、隣接回線からの漏話雑音、イン

パルス性雑音などの様々な雑音の影響を受けることから、これらの雑音による影響

を回避しつつ、伝送速度を維持させる緊急レート低減やＳＲＡ(Seamless Rate

Adaptation)などの機能が追加されている。

(３) 次の問いの 内の(カ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

アクセスネットワークで用いられる多重化技術などについて述べた次の文章のうち、正しい

ものは、 (カ) である。

<(カ)の解答群>

① 光アクセスネットワークで用いられるＴＣＭ方式は、光方向性結合器を用いて、

光ファイバ内を伝搬する光の方向により上り信号と下り信号を識別し、１心の光ファ

イバで双方向通信を実現する方式である。

② ＰＯＮに用いられているＴＤＭ方式では、チャネルごとに異なる特有の符号で演

算処理した信号を送信し、受信側で逆演算を行い、割り当てられたチャネルの信号

を取り出している。

③ ＣＡＴＶのＨＦＣシステムに用いられているＳＣＭ方式では、符号分割多重化さ

れたケーブルテレビ信号で変調した光信号を用いて光ファイバにより多チャネル映

像伝送を行っている。

④ ＦＴＴＨの光映像配信システムに用いられているＦＭ一括変換方式では、映像信

号などを一括して広帯域ＦＭ電気信号に変換し、この信号でＬＤの出力光を変調し

た光信号を用いて、光ファイバにより多チャネル映像伝送を行っている。
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(４) 次の問いの 内の(キ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＷＤＭの特徴について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (キ) である。

<(キ)の解答群>

① １.３μｍ帯と１.５μｍ帯の波長を用いるなど、波長帯の異なる光信号を多重す

る方式は、一般に、ＤＷＤＭといわれ、相互の波長間隔が非常に広いためＦＰ－ＬＤ

が利用できる。

② ＷＤＭ伝送における光信号の劣化要因として、光ファイバの非線形な屈折率変化

により発生する自己位相変調、相互位相変調及び四光波混合の影響がある。このう

ち自己位相変調は、ゼロ分散波長付近における位相整合の影響を特に受けやすく、

ＷＤＭ伝送におけるチャネル間クロストークの主な原因となる。

③ ＷＤＭ伝送における伝送波長数を増加する手段として、１.３μｍ帯に利得帯域を

持つＥＤＦＡに加えて、利得帯域を更に長波長側にシフトさせたＧＳ－ＥＤＦＡを

用いる方法がある。

④ ＷＤＭ伝送には、光波長を１００ ＧＨz 間隔の周波数グリッドで配置する方法の

ほか、２５ ＧＨz 間隔や１２.５ ＧＨz 間隔で配置する方法により、より高密度で

多重化する方法がある。

(５) 次の問いの 内の(ク)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＣＡＴＶにおけるアクセス技術などについて述べた次の文章のうち、正しいものは、

(ク) である。

<(ク)の解答群>

① ＨＦＣ方式は、一般に、ＣＡＴＶ事業者のアクセスネットワークにおけるセンタ

側設備のヘッドエンド装置から途中の分岐点まで同軸ケーブルを用いて接続し、分

岐点から先の各ユーザ宅まで光ファイバケーブルで接続する構成を採ることにより、

下り伝送周波数を７７０ ＭＨz 程度まで拡大することができる。

② ＣＡＴＶでのデジタル放送信号の伝送には、同一周波数パススルー、周波数変換

パススルー及びトランスモジュレーションの３方式がある。トランスモジュレーション

では、センタ側で受信したデジタル放送信号をＯＦＤＭで再変調して伝送する。

③ ＣＡＴＶは、地上波放送と比較して雑音妨害などの影響を受けにくいため、

６ ＭＨz 帯域当たりの変調方式に６４ＱＡＭを用いた場合、下り方向(センタから

ユーザ方向)で３０ Ｍbit／s 以上の高い伝送速度を得ることができる。

④ ケーブルモデムは広帯域のテレビチャンネルを使用して高速データ伝送が可能で

あり、各ユーザにサブチャンネルを割り当てて、同じチャンネルを多数のユーザが

共用するため、複数のユーザが同時に利用した場合でも、１ユーザ当たりの実効伝

送速度は低下しない。
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問４ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、ＴＣＰ通信における輻輳制御などについて述べたものである。 内の
ふくそう

(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。 (２点×４＝８点)

ＴＣＰでは、ネットワークの帯域を効率的に使用できるようにフロー制御を行う。フロー制

御は大きく分けて、受信側のホストのバッファあふれに対するものとネットワークのあふれに

対するものがある。

送信側が、受信側の都合に関係なくデータパケットを送ると受信側ではホストのバッファあ

ふれにより、受信しきれなくなるおそれがある。そのため、受信側から (ア) サイズとい

われる受信可能なデータサイズを送信側に通知する。送信側は、このサイズを超えないように

データを送信する。

ネットワークのあふれが発生しパケットの紛失などが起こると、送信側ではタイムアウトが

発生し、受信側では期待しているものと異なるシーケンス番号を持つセグメントを受信する。

送信側でタイムアウトが発生した場合は、 (イ) 及び輻輳回避といわれるアルゴリズムを

組み合わせて、ネットワークに大きな負荷を与えることなしに復旧させる。

受信したセグメントのシーケンス番号が期待しているものと異なっていた場合は、受信側で

確認応答セグメントに受信できなかったセグメントのシーケンス番号を設定して直ちに返送す

る。送信側で、その確認応答を (ウ) 回連続して受信したときには、要求されているセグ

メントを直ちに再送する。受信側で、再送されてきたセグメントを受信した後は、 (エ)

セグメントのシーケンス番号を設定して直ちに返送する。これらの手順は、即時再転送／即時

回復といわれる。

<(ア)～(エ)の解答群>

① ２ ② メモリ ③ 初期化された ④ スロースタート

⑤ ３ ⑥ フレーム ⑦ 次に期待する ⑧ ホットスタート

⑨ ４ ⑩ リクエスト ⑪ もう一度同じ ⑫ コールドスタート

⑬ ５ ⑭ ウインドウ ⑮ 高速スタート ⑯ ハンドシェイク用の
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(２) 次の問いの 内の(オ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＯＳＩ参照モデル、ＯＳＩシステムのプロトコルなどについて述べた次の文章のうち、正し

いものは、 (オ) である。

<(オ)の解答群>

① ＯＳＩ参照モデルにおいて、相対する同位レイヤのエンティティ間で情報を送受

信する規約はピア・ツー・ピアプロトコルといわれ、<Ｎ>層相互間で送受信される

情報は<Ｎ－１>ＰＤＵとして表される。

② ＯｐｅｎＦｌｏｗでは、レイヤ２及びレイヤ３スイッチで構成されたデータプレーン

ネットワークを外部のＯｐｅｎＦｌｏｗコントローラが制御するが、経路計算は

スイッチが行う。

③ ＯＳＩ向けルーティングプロトコルであるＩＳ－ＩＳは、エリア設定ができるた

め大規模なネットワーク構成に適しているという利点があり、レイヤ３のＨｅｌｌｏ

パケットを一定の間隔で送受信し隣接するルータの生存確認を行う。

④ ＯＳＩ参照モデルのレイヤ２、レイヤ３及びレイヤ４に相当するネットワーク

サービスを利用するためのユーザとサービスの境界点として、ＯＳＩプロトコルで

はＮＳＡＰが定義され、この点を識別するためにＮＳＡＰアドレスが用いられる。

(３) 次の問いの 内の(カ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＩＰ網において使用されるルーティングプロトコルについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、

(カ) 。

Ａ ＲＩＰｎｇは、ＡＳ内の経路制御を行うディスタンスベクタ型のプロトコルであり、下位

層のプロトコルとしてはＵＤＰを使用し、クラスレスネットワークには対応しているが、プ

ロトコルとしてはループの検出ができない。

Ｂ ＯＳＰＦｖ３は、ＡＳ間の経路制御を行うパスベクタ型のプロトコルであり、下位層のプ

ロトコルとしては、独自のトランスポート層プロトコルを使用し、ループの検出ができる。

Ｃ Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ ＩＳ－ＩＳは、ＡＳ間の経路制御を行うパスベクタ型のプロトコル

であり、下位層のプロトコルとしてはＴＣＰを使用し、ＣＬＮＰ(Connectionless Network

Protocol)ルーティング及びＩＰルーティングのいずれにも対応できる。

<(カ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(４) 次の問いの 内の(キ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＢＧＰ４によるルーティングなどについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、

(キ) である。

<(キ)の解答群>

① ＩＳＰや地域ネットワークなどの単位で設定されるＡＳにはＡＳ番号が割り当て

られ、ＡＳ内部の管理及びＡＳ間の接続ポリシーは、それぞれのＡＳを管理する組

織に委ねられる。

② ＡＳ間での経路制御においては、プレフィックスで表現されるネットワークアド

レスと、それに付随したパス属性をＢＧＰプロトコルを用いて交換し、そのパス属

性に基づきベストパスを選択する。

③ ＢＧＰプロトコルにおいては、自ＡＳから他ＡＳへの経路及び他ＡＳから自ＡＳ

への経路のどちらについても接続先ＡＳで設定される属性より優先度の高い属性を

用いることが可能な場合、自ＡＳの設定のみで経路を制御できる。

④ パス属性のうち、ｗｅｌｌ－ｋｎｏｗｎ ｄｉｓｃｒｅｔｉｏｎａｒｙ属性は、全

てのＢＧＰの実装でサポートされる属性であり、かつ、全てのＢＧＰ経路情報に付

加される必要がある。

(５) 次の問いの 内の(ク)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＩＰ網におけるＭＰＬＳのルーティングなどについて述べた次の文章のうち、誤っているも

のは、 (ク) である。

<(ク)の解答群>

① ＭＰＬＳ－ＶＰＮでは、一般に、ネットワークの入側のＰＥ(Provider Edge)ルータ

で２種類のラベルが付与され、各ＬＳＲ(Label Switching Router)は自ルータ内の

ＭＰＬＳ転送用テーブルを参照してルーティングを行い、ネットワークの出側のＰＥ

ルータの一つ手前のＬＳＲで先頭のラベルが除去され、ネットワークの出側のＰＥ

ルータで残りのラベルが除去される。

② ＶＰＮトラヒックを転送するために各ＬＳＲで保持するラベル情報は、一般に、

隣接ＬＳＲからラベル配布プロトコルで配布される。

③ ＭＰＬＳ－ＶＰＮでは、複数のユーザが同一のＩＰアドレス空間を使用しても、

ユーザごとに異なるＲＤ(Route Distinguisher)を付与すること、ＶＲＦ(VPN Routing

and Fowarding)テーブルを用いてＶＰＮごとの経路制御を管理することなどで複数

のユーザの通信を同一網で実現している。

④ ＭＰＬＳ－ＶＰＮの網内では、一般に、２種類のラベルが用いられ、先頭のラベ

ルはユーザを識別する目的で、また、先頭から２番目のラベルは高速転送するため

に用いられる。
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問５ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、ＩＥＥＥ８０２.１１無線ＬＡＮについて述べたものである。 内の

(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。 (２点×４＝８点)

ＩＥＥＥ８０２.１１無線ＬＡＮのネットワーク形態には、各端末が (ア) 接続を行う

方法とアクセスポイントが端末間の通信を中継する方法がある。前者の方法により構成された

ネットワークは、一般に、アドホックネットワークといわれ、それぞれの端末は互いに電波の

届く範囲での通信に限られる。また、後者の方法により構成されたネットワークは、一般に、

(イ) ネットワークといわれ、各端末とアクセスポイントとの間を接続することでアクセ

スポイントが端末間の通信を中継することができるため、端末間で直接電波が届かない場合で

もネットワークが構成できる。

ＩＥＥＥ８０２.１１無線ＬＡＮのアクセス手順は、効率的に帯域利用率を高めるため、有

線のイーサネットと同様の (ウ) 手順を用いている。しかし、無線ＬＡＮは有線のイーサ

ネットと異なり、衝突の検出が困難であることからデータの送出前に衝突を回避するＣＡ手順

を用いている。

また、無線ＬＡＮではパーティションや柱などの障害物により直接電波が届かない端末が存

在し、キャリアセンスが正しく機能しないことがある。これは、一般に、隠れ端末問題といわ

れ、ＩＥＥＥ８０２.１１無線ＬＡＮでは、 (エ) を用いてこの問題を解決している。

<(ア)～(エ)の解答群>

① ＣＤＭＡ ② ＡＲＰ ③ プライベート ④ ＦＤＭＡ

⑤ ＴＤＭＡ ⑥ Ｐｉｎｇ ⑦ ＲＴＳ／ＣＴＳ ⑧ スター

⑨ ＣＳＭＡ ⑩ パブリック ⑪ ＡＣＫ／ＮＡＣＫ ⑫ バーチャル

⑬ ピア・ツー・ピア ⑭ インフラストラクチャ

⑮ クライアント・サーバ ⑯ エンド・ツー・エンド
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(２) 次の問いの 内の(オ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＩＥＥＥ８０２.３イーサネットのオートネゴシエーション機能について述べた次の文章の

うち、誤っているものは、 (オ) である。

<(オ)の解答群>

① １０００ＢＡＳＥ－Ｘのオートネゴシエーションは、ファストイーサネットの場

合と同様に、リンク確立に先立ち各装置がサポートする通信モードの情報を交換す

ることによって行われる。

② オートネゴシエーションにおける通信モードの情報交換は、ファストイーサネッ

トではＦＬＰバースト信号で、１０００ＢＡＳＥ－Ｘでは８Ｂ／１０Ｂ符号オーダ

セットにより行われる。

③ １０００ＢＡＳＥ－Ｘのオートネゴシエーションでは、通信速度、全二重・半二

重モード及びフロー制御の使用・不使用の自動設定が行われる。

④ ＵＴＰケーブルを使用する１０００ＢＡＳＥ－Ｔは、ファストイーサネットと同

じオートネゴシエーションを使用する。

(３) 次の問いの 内の(カ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

１０ギガビットイーサネットの特徴などについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、

(カ) である。

<(カ)の解答群>

① １０ギガビットイーサネットのＬＡＮ ＰＨＹには、８Ｂ／１０Ｂ符号化方式を

用いた１０ＧＢＡＳＥ－Ｒファミリー、６４Ｂ／６６Ｂ符号化方式を用いた１０Ｇ

ＢＡＳＥ－Ｘファミリーがある。

② １０ギガビットイーサネットのＷＡＮ ＰＨＹには、ＷＩＳといわれるＷＡＮイ

ンタフェース副層を使用した１０ＧＢＡＳＥ－Ｗファミリーがある。

③ １０ＧＢＡＳＥ－Ｗファミリーは、６４Ｂ／６６Ｂ符号化された送信信号を

ＳＯＮＥＴ／ＳＤＨ互換フォーマットに変換して送受信を行う。

④ レイヤ３のＩＰパケットをレイヤ２のＰＰＰを用いてＳＯＮＥＴ／ＳＤＨ上で

ＰＰＰ通信を行う技術は、一般に、ＰＯＳ(PPP Over SONET/SDH)といわれる。
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(４) 次の問いの 内の(キ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

遠隔ログインのためのプロトコルについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (キ) 。

Ａ Ｔｅｌｎｅｔは、ログイン時の認証は暗号化されているが、ログイン後の通信内容は暗号

化されていないため、利用にはセキュリティ面での注意が必要である。

Ｂ ログイン時には、一般に、ログイン名とパスワードが要求されるが、ｒｌｏｇｉｎは、パ

スワード無しでもログインを可能とすることができる。

Ｃ ＳＳＨは、ＴＣＰ／ＩＰのソケットを用いて通信を行い、認証時のパスワードやログイン

後の通信内容も暗号化されるため、Ｔｅｌｎｅｔやｒｌｏｇｉｎと比較して、セキュリティ

面で優れている。

<(キ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(５) 次の問いの 内の(ク)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

パーソナルコンピュータ(ＰＣ)のデータ保護などについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、

(ク) 。

Ａ 物理的なセキュリティ対策として、ＰＣそのものの盗難を防止するために利用されるスク

リーンロックや、のぞき見を防止するために利用されるプライバシーフィルタがある。

Ｂ 認証により起動を行うＢＩＯＳのパワーオンパスワードをかけていれば、そのパスワード

が漏洩しない限り、ハードディスクを取り出して別のＰＣでそのハードディスクの内容を読
えい

み出そうとする場合でも読み出すことはできない。

Ｃ ＯＳが提供する暗号化機能は、ＯＳに暗号化・復号のための鍵情報が組み込まれていて、

システムが鍵情報の管理を行うため簡単に利用できるが、鍵情報へのアクセスはＯＳを経由

して行うので、ＯＳに正当なユーザとして認証されれば暗号化された情報にもアクセスが可

能である。

<(ク)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない



 

試験問題についての特記事項 

 

(1) 試験問題に記載されている製品名は、それぞれ各社の商標又は登録商標です。 
なお、試験問題では、  及び TM を明記していません。 

 
(2) 問題文及び図中などで使用しているデータは、すべて架空のものです。 
 
(3) 論理回路の記号は、ＭＩＬ記号を用いています。 
 
(4) 試験問題では、常用漢字を使用することを基本としていますが、次の例に示す専門的用語などについては、 

常用漢字以外も用いています。 
［例］ ・迂回(うかい) ・筐体(きょうたい)  ・輻輳(ふくそう) ・撚り(より) ・漏洩(ろうえい)  など 

 
(5) バイト〔Byte〕は、デジタル通信において情報の大きさを表すために使われる単位であり、一般に、２進数の 

８桁、８ビット〔bit〕です。 
 
(6) 情報通信の分野では、８ビットを表すためにバイトではなくオクテットが使われますが、試験問題では、一般 

に、使われる頻度が高いバイトも用いています。 
 
(7) 試験問題のうち、正誤を問う設問において、句読点の有無など日本語表記上若しくは日本語文法上の誤り 

だけで誤り文とするような出題はしておりません。 
 
(8) 法令に表記されている「メグオーム」は、「メガオーム」と同じ単位です。 
 
(9) 法規科目の試験問題において、個別の設問文中の「 」表記は、出題対象条文の条文見出しを表しています。 

また、出題文の構成上、必ずしも該当条文どおりには表記しないで該当条文中の(  )表記箇所の省略や部分 
省略などをしている部分がありますが、(  )表記の省略の有無などで正誤を問うような出題はしておりません。 

 


